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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
累計期間

第70期
第２四半期連結
会計期間

第71期
第２四半期連結
会計期間

第70期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 10,317,463 8,327,261 5,271,742 4,035,723 20,954,193

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
455,264 △557,990 157,098 △149,139 295,583

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
202,521 △620,758 31,756 △373,569 147

純資産額（千円） － － 14,200,826 13,172,030 13,844,931

総資産額（千円） － － 23,032,109 19,205,927 23,014,908

１株当たり純資産額（円） － － 2,258.71 2,095.09 2,202.12

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

32.21 △98.74 5.05 △59.42 0.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 61.7 68.6 60.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△966,244 2,745,213 － － △1,648,910

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△354,449 △105,816 － － △686,902

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,406,086 △2,643,985 － － 2,401,145

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 856,595 831,946 836,535

従業員数（人） － － 375 359 372

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

        ２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

　　　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第71期第２四半期連結累計（会計）期間

　　　　　は純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第70期第２四半期連結累計（会計）期間及び第70期は潜

　　　　　在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 359  

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員（準社員及びパートタイマー）は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 322  

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員（準社員及びパートタイマー）は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　　　　生産、受注及び販売の状況におきましては、当第１四半期連結会計期間から「特殊溶接金網」は、金額の重要 

      性が低下しているため、「土木建築用溶接金網」に含めて表示しております。

　　　　なお、前年同四半期比較にあたっては、前第２四半期連結会計期間分を変更後の区分に組み替えて表示してお

　　　ります。

(1）生産実績

　当社グループの事業区分は単一セグメントであるため、当第２四半期連結会計期間の生産実績を品目区分別に示

すと、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 前年同期比（％）

土木建築用溶接金網（千円） 2,797,081 70.1

その他（千円) 321,080 363.7

合計（千円) 3,118,161 76.5

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当社グループの事業区分は単一セグメントであるため、当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を品目区分別

に示すと、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 前年同期比（％）

土木建築用溶接金網（千円） 359,946 114.0

その他（千円） 75,734 63.5

合計（千円） 435,680 100.2

　（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは見込生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当社グループの事業区分は単一セグメントであるため、当第２四半期連結会計期間の販売実績を品目区分別に示

すと、次のとおりであります。

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 前年同期比（％）

土木建築用溶接金網（千円) 3,633,579 72.3

その他（千円) 402,143 163.0

合計（千円） 4,035,723 76.6

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　（１）業績の状況

　　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国内外の在庫調整の進展や海外経済の改善を背景として輸出

　や生産の状況に緩やかな回復の兆しが見られるようになりましたものの、有効求人倍率・完全失業率ともに過去最

　低を記録するなど、依然として景気の先行きに不透明感が強く残っております。

　　当社グループの主な事業分野である建設・土木業界におきましても、企業の設備投資が収益の悪化と設備過剰感

　により大幅に落ち込み、新設住宅着工戸数は前年同期に比べ減少ペースが加速する等、以前に増して厳しい事業環

　境のまま推移いたしました。

　　このような環境の中、当社グループの当第２四半期連結会計期間における業績は売上高は40億35百万円（前年同

　期比23.4％減）となりました。営業利益は前年同期は１億51百万円でしたが当期におきましては１億61百万円の損

　失となり、経常利益は前年同期は１億57百万円でしたが当期におきましては１億49百万円の損失となり、四半期純

　利益は前年同期は31百万円でしたが当期におきましては繰延税金資産の一部取崩しにより３億73百万円の損失とな

　りました。

　　品目別売上高では、「土木建築用溶接金網」が36億33百万円（前年同期比27.7％減）、「その他」が４億２百万

　円（前年同期比63.0％増）となりました。

　（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、８億31百万円となり、前年同期に比べ24百万

　円の減少となりました。

　　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、14億36百万円の獲得（前年同期は44百万円の獲得）となりました。

　主な増減要因としましては、税金等調整前四半期純損失を１億50百万円（前年同期は税金等調整前四半期純利益63

　百万円）を計上しましたが、貸倒引当金が３百万円の増加（前年同期は１億36百万円の増加）、売上債権及びたな

　卸資産が14億53百万円の減少（前年同期は２億91百万円の減少）、仕入債務が38百万円の減少（前年同期は２億96

　百万円の減少）となったことによりよるものです。

　　当第２四半期連結会計期間における「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、９百万円の支出（前年同期は３

　億31百万円の支出）となりました。主な増減要因としましては、有形固定資産の取得による支出が８百万円（前年

　同期は２億20百万円の支出）によるものです。

　　当第２四半期連結会計期間における「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、13億97百万円の支出（前年同期

　は４億35百万円の獲得）となりました。主な増減要因としましては、短期借入金の返済による支出14億円（前年同

　期は４億50百万円の獲得）によるものであります。

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　（４）研究開発活動

　　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、３百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,400,000 6,400,000
大阪証券取引所

（市場第二部）

完全議決権株

式であり、権利

内容に何ら限

定のない当社

における標準

となる株式で

あり、単元株式

数は 100株で
あります。

計 6,400,000 6,400,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～
平成21年９月30日　

　

－ 6,400,000 － 1,290,800 － 1,205,879
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

セントラル硝子株式会社 山口県宇部市大字沖宇部5253 1,104 17.25

北川　芳徳 大阪府交野市 560 8.75

ユービーエス　エージー　ロン

ドン　アカウント　アイピー

ビー　セグリゲイテッド

クライアント　アカウント

（常任代理人　シティバンク

銀行株式会社）

AESCHENVORSTADT　48　CH-4002　BASEL

　  SWITZERLAND

 （東京都品川区東品川２丁目３番14号）

423 6.62

資産管理サービス信託銀行株

式会社

東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海アイランドトリトンスクエア

オフィスタワーＺ棟

252 3.95

東洋物産株式会社 大阪府四條畷市中野新町10番１号 241 3.78

トーアミ従業員持株会 大阪府四條畷市中野新町10番20号 197 3.09

北川　恵以子 札幌市中央区 190 2.97

田中　真知子 大阪市鶴見区 161 2.52

玉井　美智子 岡山市東区 140 2.19

野田　耕藏 福岡県飯塚市 112 1.76

計 － 3,383 52.87

　（注）１．当社は自己株式（112,902株、1.76％）を所有しておりますが、表記しておりません。

２．上記の資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、全て信託業務に係るものであります。
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（６）【議決権の状況】

     ①【発行済株式】
　

　 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式    112,900 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　6,284,900 62,849 －

単元未満株式 　普通株式      2,200 － －

発行済株式総数 6,400,000 － －

総株主の議決権 － 62,849 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄の普通株式は、全て自己保有株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替構名義の株式が1,000株含まれております。ま

  た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　株式会社トーアミ

　大阪府四條畷市

　中野新町10番20号
112,900 ― 112,900 1.76

計 － 112,900 ― 112,900 1.76

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 489 648 672 684 687 680

最低（円） 450 469 573 630 641 625

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　取締役 ―　 廣江　一治　 平成21年９月29日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 831,946 836,535

受取手形及び売掛金 5,980,152 7,836,057

商品及び製品 654,422 819,748

仕掛品 344,813 435,166

原材料及び貯蔵品 2,348,339 3,757,890

繰延税金資産 115,924 148,653

その他 18,481 115,962

貸倒引当金 △34,866 △43,500

流動資産合計 10,259,214 13,906,513

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,394,932

※
 1,449,211

機械装置及び運搬具（純額） ※
 1,230,678

※
 1,378,630

土地 5,413,825 5,413,825

建設仮勘定 2,776 4,716

その他（純額） ※
 28,253

※
 31,243

有形固定資産合計 8,070,466 8,277,627

無形固定資産

のれん 76,000 85,500

その他 136,658 151,365

無形固定資産合計 212,658 236,865

投資その他の資産

投資有価証券 409,775 336,934

前払年金費用 150,527 150,428

その他 125,324 212,487

貸倒引当金 △22,039 △105,948

投資その他の資産合計 663,587 593,902

固定資産合計 8,946,713 9,108,395

資産合計 19,205,927 23,014,908
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,425,797 2,960,687

短期借入金 2,350,000 4,900,000

未払法人税等 10,010 19,801

賞与引当金 128,503 144,896

役員賞与引当金 10,000 25,000

その他 519,162 544,250

流動負債合計 5,443,474 8,594,635

固定負債

退職給付引当金 38,858 38,440

役員退職慰労引当金 246,175 263,440

繰延税金負債 304,593 272,682

その他 796 778

固定負債合計 590,422 575,341

負債合計 6,033,897 9,169,977

純資産の部

株主資本

資本金 1,290,800 1,290,800

資本剰余金 1,207,310 1,207,310

利益剰余金 10,679,673 11,394,737

自己株式 △65,266 △65,266

株主資本合計 13,112,516 13,827,581

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 59,486 17,349

繰延ヘッジ損益 27 －

評価・換算差額等合計 59,514 17,349

純資産合計 13,172,030 13,844,931

負債純資産合計 19,205,927 23,014,908
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 10,317,463 8,327,261

売上原価 8,470,714 7,695,963

売上総利益 1,846,748 631,298

販売費及び一般管理費 ※
 1,351,627

※
 1,218,608

営業利益又は営業損失（△） 495,121 △587,310

営業外収益

受取利息 822 218

受取配当金 4,056 2,548

受取賃貸料 4,118 3,829

為替差益 － 20,062

その他 11,038 19,542

営業外収益合計 20,037 46,200

営業外費用

支払利息 18,189 14,725

為替差損 38,935 －

その他 2,768 2,154

営業外費用合計 59,893 16,880

経常利益又は経常損失（△） 455,264 △557,990

特別利益

固定資産売却益 1,380 －

貸倒引当金戻入額 1,238 4,006

特別利益合計 2,618 4,006

特別損失

固定資産除却損 9,353 1,355

貸倒引当金繰入額 87,660 －

特別損失合計 97,014 1,355

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

360,869 △555,340

法人税、住民税及び事業税 152,026 7,346

法人税等調整額 6,321 58,070

法人税等合計 158,347 65,417

四半期純利益又は四半期純損失（△） 202,521 △620,758
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 5,271,742 4,035,723

売上原価 4,416,345 3,587,787

売上総利益 855,397 447,935

販売費及び一般管理費 ※
 703,860

※
 609,474

営業利益又は営業損失（△） 151,536 △161,538

営業外収益

受取利息 285 116

受取配当金 275 306

為替差益 8,205 6,636

その他 8,724 11,734

営業外収益合計 17,490 18,793

営業外費用

支払利息 11,113 5,951

その他 815 442

営業外費用合計 11,928 6,393

経常利益又は経常損失（△） 157,098 △149,139

特別利益

固定資産売却益 1,331 －

貸倒引当金戻入額 159 －

特別利益合計 1,491 －

特別損失

固定資産除却損 7,419 1,064

貸倒引当金繰入額 87,660 －

特別損失合計 95,080 1,064

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

63,509 △150,203

法人税、住民税及び事業税 63,631 3,785

法人税等調整額 △31,878 219,580

法人税等合計 31,753 223,365

四半期純利益又は四半期純損失（△） 31,756 △373,569
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

360,869 △555,340

減価償却費 239,608 240,294

のれん償却額 － 9,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） 137,592 △92,543

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,619 △16,392

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,500 △15,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 160 417

前払年金費用の増減額（△は増加） △24,323 △98

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △126,990 △17,265

受取利息及び受取配当金 △4,879 △2,766

その他の収入 95 318

支払利息 18,189 14,725

固定資産売却損益（△は益） △1,380 －

固定資産除却損 9,353 1,355

売上債権の増減額（△は増加） △152,712 1,855,905

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,334,655 1,665,228

仕入債務の増減額（△は減少） 384,054 △534,889

その他 △164,099 164,623

小計 △684,236 2,718,073

利息及び配当金の受取額 4,906 2,773

利息の支払額 △19,015 △13,494

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △267,899 37,860

営業活動によるキャッシュ・フロー △966,244 2,745,213

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △242,402 △101,362

有形固定資産の売却による収入 496 101

有形固定資産の除却による支出 △476 －

無形固定資産の取得による支出 △110,427 △2,759

投資有価証券の取得による支出 △1,889 △1,945

投資有価証券の売却による収入 250 150

投資活動によるキャッシュ・フロー △354,449 △105,816

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,100,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △600,000 △2,750,000

自己株式の取得による支出 △25 －

配当金の支払額 △93,887 △93,985

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,406,086 △2,643,985

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85,391 △4,588

現金及び現金同等物の期首残高 771,203 836,535

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 856,595

※
 831,946
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　  　該当事項はありません。　

【簡便な会計処理】

　  　該当事項はありません。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、8,445,461千円で

　あります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、 8,229,694千円で

　あります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のと

　　おりであります。

　運送料　　　　　　　　　　　　  599,865千円

　賞与引当金繰入額                 38,674千円

　役員賞与引当金繰入額             12,500千円

　 役員退職慰労引当金繰入額          6,020千円

　 退職給付費用                     24,428千円

　貸倒引当金繰入額            　   53,464千円

　※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のと

　　おりであります。

　運送料　　　　　　　　　　　　  563,274千円

　賞与引当金繰入額                 39,934千円

　役員賞与引当金繰入額             10,000千円

　 役員退職慰労引当金繰入額          5,705千円

　 退職給付費用                     26,816千円

　 貸倒引当金繰入額                      7千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のと

    おりであります。

　運送料　　　　　　　　　　　　  299,923千円

　賞与引当金繰入額                 24,523千円

　役員賞与引当金繰入額              6,250千円

　 役員退職慰労引当金繰入額          2,470千円

　 退職給付費用                     12,635千円

　貸倒引当金繰入額            　   51,152千円

　※　販売費及び一般管理費のうち主たるものは、次のと

    おりであります。

　運送料　　　　　　　　　　　　  283,488千円

　賞与引当金繰入額                 26,563千円

　役員賞与引当金繰入額              3,750千円

　 役員退職慰労引当金繰入額          2,867千円

　 退職給付費用                     13,045千円

　 貸倒引当金繰入額                  3,259千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）
現金及び預金勘定 856,595千円
現金及び現金同等物の四半期末残高 856,595千円

現金及び預金勘定 831,946千円
現金及び現金同等物の四半期末残高 831,946千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　6,400,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　  112,902株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

　定時株主総会
　普通株式 94,306 15.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日 　利益剰余金

　          （２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

　　　　　　　　　会計期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月６日

　　取締役会
　

　普通株式 94,306 15.00 平成21年９月30日 平成21年12月４日 　利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは建材製品の専門メーカーとして、土木建築用溶接金網及びその他建築材等の製造、販売並びに

他社商品の仕入、販売を営んでおり、単一セグメントであるため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　当連結グループは建材製品の専門メーカーとして、土木建築用溶接金網及びその他建築材等の製造、販売並びに

他社商品の仕入、販売を営んでおり、単一セグメントであるため、該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 2,095.09円 １株当たり純資産額 2,202.12円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額　　　　   　    32.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　１株当たり四半期純損失金額　　           　98.74円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 202,521 △620,758

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
202,521 △620,758

期中平均株式数（株） 6,287,153 6,287,098

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額　　　    　　　  5.05円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　１株当たり四半期純損失金額　　　    　　　 59.42円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 31,756 △373,569

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
31,756 △373,569

期中平均株式数（株） 6,287,151 6,287,098

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　平成21年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　94,306千円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　15円00銭

　　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　平成21年12月４日

　（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月７日

株式会社トーアミ

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 片岡　茂彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 辻内　　章　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士　 松嶋　康介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーアミ

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーアミ及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注） １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

株式会社トーアミ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 辻内　　章　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 松嶋　康介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トーアミ

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーアミ及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注） １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　       ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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